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閉塞性肝静脈圧 lWedgedHepatic Vein Pressure）は Sinusoidの圧を反映すると考えられ，本疾患










肝内門脈にあることを示瑳したのは， McMichael (1934）別ですでに彼は， Banti 氏病にかわるHepat-





量の増加が関係する． すでに TisdaleG 11iは， 肝内外に門脈の閉塞性因子がみ出されぬ症例を報告
し， 門脈流血量の増加が圧克進の原因であろうと推定し，又前述の Mikkelsenの発表に対し， w. 
W. L. Glennは門脈流血量の異常も考慮すべきであると強調している8).
門脈流血量の増大を定型的にきたす疾患は，肝動脈門脈動静脈疲である．これは Sachs山が 1892年
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にはじめて報告して以米文献上10例を数えるにすぎないが， 5例lζ門脈圧が測定され， i例tr.204か
ら 460mmH20の圧克進を示した． 症例の中には，吐血， 下ITIL又は腹水， 牌腫をきたしたものもあ
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